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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
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【公表番号】特表2017-500394(P2017-500394A)
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【年通号数】公開・登録公報2017-001
【出願番号】特願2016-535257(P2016-535257)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5419   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   83/14     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/06     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5419   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/36     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/22     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月14日(2017.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）分子鎖中のケイ素原子に、一般式：
【化１】

（式中、Ｒ１は同じかまたは異なる、脂肪族不飽和結合を有さない一価炭化水素基であり
、Ｒ２はアルキル基であり、Ｒ３は同じかまたは異なるアルキレン基であり、ａは０～２
の整数であり、ｐは１～５０の整数である。）
で表されるアルコキシシリル含有基を一分子中に少なくとも２個有するオルガノポリシロ
キサン
（Ｂ）一般式：
　　Ｒ４

２Ｓi(ＯＲ５)２
（式中、Ｒ４は一価炭化水素基であり、Ｒ５はアルキル基である。）
で表されるジアルコキシシランまたはその部分加水分解縮合物である架橋剤、および
（Ｃ）縮合反応用触媒
を含有し、更に
（Ｄ）平均単位式：
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　　(Ｒ６
３ＳiＯ１/２)ｂ(ＳiＯ４/２)

（式中、Ｒ６は同じかまたは異なる一価炭化水素基であり、ｂは０.５～１.５の数である
。）
で表されるシリコーンレジン；
（Ｅ）分子鎖中のケイ素原子に水酸基およびアルコキシ基を有さないオルガノポリシロキ
サン；
（Ｆ）接着促進剤；及び
（Ｇ）補強性充填剤；
のうち任意に一つまたは複数の成分を含有する室温硬化性シリコーンゴム組成物。
【請求項２】
（Ａ）成分の２５℃における粘度が１００～１,０００,０００ｍＰa・ｓの範囲内である
、請求項１に記載の室温硬化性シリコーンゴム組成物。
【請求項３】
（Ａ）成分が、分子鎖両末端のケイ素原子にアルコキシシリル含有基を有する直鎖状のオ
ルガノポリシロキサンである、請求項１または２に記載の室温硬化性シリコーンゴム組成
物。
【請求項４】
（Ａ）成分中のアルコキシシリル含有基が、式：
【化２】

で表される基である、請求項１～３のいずれか一項に記載の室温硬化性シリコーンゴム組
成物。
【請求項５】
（Ｂ）成分が、ジメチルジメトキシシラン、メチルフェニルジメトキシシラン、またはジ
フェニルジメトキシシランである、請求項１～４のいずれか一項に記載の室温硬化性シリ
コーンゴム組成物。
【請求項６】
（Ａ）成分１００質量部に対して、（Ｂ）成分を０.５～３０質量部含有し、（Ｃ）成分
を０.１～１０質量部含有し、（Ｄ）成分を１０～２５０質量部含有する、請求項１～５
のいずれか一項に記載の室温硬化性シリコーンゴム組成物。
【請求項７】
（Ｆ）成分を含み、（F）成分が、エポキシ基含有アルコキシシラン、アクリル基含有ア
ルコキシシラン、アミノ基含有アルコキシシラン、およびエポキシ基含有アルコキシシラ
ンとアミノ基含有アルコキシシランとの反応混合物からなる群より選択される少なくとも
一種の接着促進剤である、請求項１～６のいずれか一項に記載の室温硬化性シリコーンゴ
ム組成物。
【請求項８】
（Ｇ）成分を含み、（Ｇ）成分が、ヒュームドシリカ微粉末、沈降性シリカ微粉末、焼成
シリカ微粉末、およびヒュームド酸化チタン微粉末からなる群より選択される少なくとも
一種の補強性充填剤である、請求項１～７のいずれか一項に記載の室温硬化性シリコーン
ゴム組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の室温硬化性シリコーンゴム組成物を（A） 成分と
（B）成分を架橋させるよう硬化させてなる、シリコーンゴム硬化物。
【請求項１０】
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　請求項９に記載のシリコーンゴム硬化物を備える、電子機器。
【請求項１１】
　請求項９に記載のシリコーンゴム硬化物を用いる、電子機器の補修方法。
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